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パスファインダーとは？ 

 Pathfinder（パスファインダー）とは、探検者／草分け／開拓者の意。レポート作成や論文作成で、何を

すればいいのか、どこへ行けばいいのかわからない！そんな人のための助けになるように作成した、学問の

「道しるべ」です。 

 

 

作成日：2013年 7月 26日 

大阪大学 外国学図書館 ｜ 箕面キャンパス ｜ 

ラーニングコモンズ るくす｜ LSチーム  



I. イントロダクション 

 

 言語類型論 とは？ 

 言語類型論（げんごるいけいろん、英語：linguistic typology）とは、世界中の言語の特徴を収集し、

それらの相違点、類似点を探ることにより、最終的にすべての言語に普遍的な要素を見つけ出そうとする学

問のことである。世界の諸言語に共通である(と見なされている)法則性は言語普遍性と呼ばれている。 

 

関係分野：言語普遍性、対照言語学、比較言語学、歴史言語学、地域言語学 

 

言語類型論の主な研究者：Comrie、Mallinson and Blake、Joseph Harold Greenberg、日本語では柴田方良、

角田
つ の だ

太作
た さ く

(1982)等。 

 

 

II. はじめて学ぶ人へ 

 

 リンゼイ J.ウェイリー著、大堀壽夫, 古賀裕章, 山泉実訳(2006)『言語類型論入門 : 言語の

普遍性と多様性』岩波書店  

 講義ノートとして出発したというこの本。文章が明快でわかりやすく、一つ一つの現象に具体的な例が載

せられているため、初学者でも理解しながら読み進められる。重要述語は太字で書かれ、かつ英語も併記さ

れ、巻末索引もあるので、初心者向けの術語辞典の役目も果たす。【外国図-4階開架 801.5||1004】 

 

 バーナード・コムリー著 ; 松本克己, 山本秀樹訳著者（1992）『言語普遍性と言語類型論 : 

統語論と形態論』ひつじ書房 

 言語普遍性の研究と言語類型論の研究についてのそれぞれの説明と、互いの関係について説明した上で、

語順、主語、格標示、関係節、使役構文、有生性といった主な言語類型論の研究分野についてひととおり述

べている。【外国図-4階開架 801.55||102】 

 

 角田太作（2009）『世界の言語と日本語 : 言語類型論から見た日本語』くろしお出版 

 言語類型論の研究を多くの例とともに解説した上で、第 10 章では、言語類型論の研究がどのように言語

教育に活かせるかについての具体的な提案がなされている。付録には、130もの言語の語順の概略が載せら

れている。【外国図-4階開架 810.1||47】 

 

  



 

III. もっとくわしく知りたい人へ 

 

 松本克己（2006）『世界言語への視座 : 歴史言語学と言語類型論』三省堂 

 第Ⅰ部では、印欧語について詳しく考察し、第Ⅱ部では語順、第Ⅲ部では主語に関連した現象を扱い、第

Ⅳ部では世界諸言語の類型地理論を扱っている。【外国図-4階開架 804||338】 

 

 近藤健二（2005）『言語類型の起源と系譜』松柏社 

 主に主語や主格に注目し、能格言語がどのようにして生まれたか等の考察から、言語変化の軌跡をたどろ

うとする。言語類型論についての知識だけではなく、普段なにげなく使っている「主語」という言葉につい

ても深く考えさせられる一冊。【外国図-4階開架 804||338】 

 

 

IV. その他 

 

 橋本萬太郎（2000）橋本萬太郎著作集第一巻『言語類型地理論・文法』内山書店 

主にアジアの諸言語について書いている。53頁には、ツングース語、チュルク諸語、マライ・ポリネシア

諸語等、様々な書籍で取り上げられるアジア諸言語についての大まかな地図が載せられており、言語の分布

を視覚的に理解するのにも役立つ。非常に専門的で詳細な研究が行われている。 

【外国図-4階開架 820.8||21||1】 

 

 クロード・アジェージュ東郷雄二,春木仁孝,藤村逸子訳（1990）『言語構造と普遍性』白水社 

序で延べられる、19世紀以前から 20世紀にかけての言語類型論の研究の概要と、それらの研究がなぜ不

備なのかの説明は大変参考になる。【外国図-4階開架 801.08||31】 
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［パスファインダーの凡例］ 

 図書の情報は以下の順に表記しています。（主に論文の参考文献に使われている書式です。） 

著者名（出版年）『本の名前』出版社名, 翻訳者名（あれば） 

 

 説明の最後に、【 】で貸し出し可能な図書館と配架場所、請求記号を記しました。 

総合図 → 総合図書館（豊中キャンパス） 

生命図 → 生命科学図書館（吹田キャンパス） 

理工学図 → 理工学図書館（吹田キャンパス） 

人図 → 人間科学研究科図書室（吹田キャンパス） 

外国図 → 外国学図書館（箕面キャンパス） 

外国図-雑誌 → 直近 1～2年に出版されたものは 3階雑誌コーナー、バックナンバーは 1階書庫 

電 → 電子ジャーナル、電子ブック 

※雑誌、電子ジャーナルは、すべての巻号が利用できるとは限りません。 

 

 検索を容易にするために、ISBN（各図書固有の識別番号）や ISSN（各雑誌固有の識別番号）を記してい

る場合もあります。 

 

 外国学図書館を中心に紹介していますので、記載している場所以外でも貸し出し可能の場合があります。

図書館各階にある検索端末で確認するか、カウンター/LSデスクまでお尋ねください。 

 


